
設置場所の準備

この章では、Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームで作業する前に、理解して
おくべき重要な安全情報を提示するとともに、ルータを設置できるように設置場所を準備する

プロセスについて、順を追って説明します。

•前提条件と準備（1ページ）
•安全に関する注意事項（2ページ）
•準拠要件（4ページ）
•標準の警告文（4ページ）
•設置場所の計画（7ページ）
•電気を扱う場合の安全上の注意（14ページ）
•シャーシを持ち運ぶ際の注意事項（15ページ）
•工具および機器（15ページ）
•開梱および梱包内容の確認（16ページ）

前提条件と準備
ここで説明する手順を実行する前に、次の内容を実行することを推奨します。

•次の項にある安全に関する注意事項を読み、このマニュアルにある電気を扱う場合の安全
上の注意および静電気防止策ガイドを確認してください。

•必要な工具および部品がすべて揃っていることを確認します（「工具および機器」のセク
ションを参照してください）。

•設置作業中は、『Cisco Catalyst 8500 Series Edge Platforms Software Configuration Guide』
（Cisco.comから参照とダウンロードが可能なオンラインマニュアル）を参照できるよう
にしておきます。

•電源およびケーブル要件が設置場所で満たされていることを確認します。

•ルータの設置に必要な機器が使用できることを確認します。

•設置場所で正常な運用を維持するための環境条件が満たされていることを確認します。
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ルータを設置する前に、設置場所の電源およびケーブル要件、ルータを設置するための特別な

機器、および正常な運用を維持するための設置場所の環境条件について検討する必要がありま

す。

ルータは、輸送中の通常の取り扱いによって製品が損傷する可能性を低減するように梱包され

ています。

•ルータは必ず梱包内で直立状態になるように輸送または保管する必要があります。

•設置場所が決定するまで、ルータは輸送用の箱に入れておきます。

出荷時の損傷がないかどうか、すべての項目を調べます。破損しているものがあれば、シスコ

カスタマーサービス担当者にただちに連絡してください。

（注）

設置環境のチェックリスト

この章で説明するすべての設置場所の準備作業を実行して確認するには、次のチェックリスト

を使用してください。

•設置場所の空調システムで、ルータの熱放散を補うことができる。

•設置場所の供給電力が要件に適合している。

•ルータを作動させる電気回路が要件に適合している。

• TIA/EIA-232Fに従って、コンソールポートの配線および関係するケーブル接続の制限事
項が配慮されている。

•イーサネットケーブル接続距離が制限の範囲内である。

•ルータシャーシの設置を予定している装置ラックが、要件に適合している。ラック位置の
選択において、安全性、メンテナンスの容易さ、適切なエアーフローが十分に考慮されて

いる。

安全に関する注意事項
設置または交換手順を開始する前に、人身事故または機器の損傷を防ぐため、ここで説明する

安全に関する注意事項を確認してください。

この項の情報は注意事項であり、危険な状況をすべて網羅しているわけではありません。ルー

タを設置するときは、常に常識を働かせ、注意して作業してください。

（注）
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安全上の警告

誤って行うと危険が生じる可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。

各警告文に、警告を表す記号が記されています。

ルータの設置、設定、メンテナンス作業の前に、このマニュアルで実行しようとしている手順

を確認し、安全上の警告に特に注意を払うようにします。

設置準備が整うまでは、システムを開梱しないでください。設置場所が確定するまでは、偶発

的な損傷を防ぐために、シャーシを梱包から出さないでください。システムに付属している、

開梱に関する資料を使用してください。

（注）

このマニュアルの設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。これらの注意

事項に従わないと、製品を正しく設置できず、システムおよびコンポーネントが破損するおそ

れがあります。

安全に関する推奨事項

次の注意事項に従って安全を確保し、シスコ製の機器を保護してください。このリストには、

起こりうる危険な状況がすべて網羅されているわけではありません。常に注意が必要です。

•シスコの安全方針では、すべてのルータが、最低限、IEC60950の要件を満たすとともに、
使用国の要件を満たすことが義務付けられています。シスコ製ルータはさらに、他の標準

に関する資料（規格、技術仕様、法律、規制など）の要件も満たさなければなりません。

•ルータの設置、設定、または保守の前に、『Regulatory Compliance and Safety Information
for the Cisco Catalyst 8500 Series Edge Platforms』（Cisco.comからオンラインで入手可能）
に記載されている安全に関する警告を確認してください。

•一人で持ち上げるには重すぎる可能性があるものを、持ち上げようとしてはなりません。

•シャーシを開ける前に、必ず、すべての電源を切り、すべての電源コードを外してくださ
い。

•必ず、電源コードを外した後に、シャーシの取り付けまたは取り外しを行ってください。

•取り付け作業中および取り付け後、シャーシの周辺は、できるだけ埃のない清潔な状態に
保ってください。

•工具およびシャーシ部品が通行の妨げにならないようにしてください。

•ゆったりした衣服、装身具（指輪、ネックレスを含む）、その他、シャーシに引っ掛かる
ようなものは着用しないでください。タイ、スカーフ、袖は固定してください。

•ルータは、指定された電気定格および製品使用手順に従って使用した場合に、安全に運用
できます。
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準拠要件
ここでは、安全準拠性およびNEBS規格について説明します。Cisco Catalyst 8500シリーズエッ
ジプラットフォームは、次の表に示すように、国内および国際規格に準拠しています。

電源または電話配線に接続する機器を取り扱う際には、安全のために次のガイドラインに従っ

てください。ガイドラインに従うことによって、けがや機器の損傷を防止できます。

表 1 :準拠要件

EMC/Safetyコンプライアンスおよび NEBS要件

説明仕様

Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォーム
内のT1/E1 NIMインターフェイスには、シールド付き
ツイストペアT1/E1ケーブルを使用する必要がありま
す。これは、EMCのクラス A放射要件の順守に不可
欠です。

注意EMC/Safety

標準の警告文

このマニュアルの英語による警告は、宣言番号に続いています。他の言語に翻訳された警告を

参照するには、『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco Catalyst 8500 Series
Edge Platforms』で対応する宣言番号を探してください。.

（注）

ここでは、警告の定義について説明し、重要な安全上の警告をトピック別に示します。

安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告
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一般的な安全上の警告

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。警告

内部には保守できる部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。警告

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

ステートメント 1005—回路ブレーカー

この製品は設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計され

ています。保護対象の装置は次の定格を超えないようにします。

AC：

• 20 A（米国における最大値）

DC：

• 30 A（米国における最大値）

警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電のリスクを低減するため

に、すべての接続を切断して装置のへの電源供給を停止する必要があります。

警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入り制限区域に

は、熟練者、教育を受けた担当者、または資格保持者しか入れません。

警告

電源端子には危険な電圧またはエネルギーが出ている場合があります。端子が使用されていな

い場合は必ずカバーを取り付けてください。カバーを取り付けるときに絶縁されていない伝導

体に触れないことを確認してください。

警告
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この装置は、アースさせる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体

を破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

警告：目に見えないレーザー放射望遠鏡を使用しているユーザーに光を当てないでください。

クラス 1およびクラス 1Mまたはその一方のレーザー製品。
警告

未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、目に見えないレーザー光が放射されている可

能性があります。光学機器で直接見ないでください。ある種の光学機器（ルーペ、拡大鏡、顕

微鏡など）を使用し、100 mm以内の距離でレーザー出力を見ると、目を傷めるおそれがあり
ます。

警告

火災、爆発、または可燃性液体やガス漏れのリスクを軽減するために：

•交換用バッテリは元のバッテリと同じものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使用
してください。

•分解、粉砕、破壊、鋭利な道具を使った取り外し、外部接点のショート、火中への廃棄は行
わないでください。

•バッテリがゆがんだり、膨らんだりしているときは使用しないでください。

•  ℃ を超える温度でバッテリを保管または使用しないでください。

•よりも低い低気圧環境でバッテリを保管または使用しないでください。

警告

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。

警告

ステートメント 1047—過熱の防止

システムの過熱を防止するために、周囲温度が次の推奨最高値を超える場所では使用しないで

ください。推奨最高温度：

104° F（40° C）

警告
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ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて

のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して

ください。

警告

設置場所の計画
このセクションでは、設置環境に関する情報を扱います。Cisco Catalyst 8500シリーズエッジ
プラットフォームの設置準備に活用してください。

一般的な注意事項

Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームの使用または作業時には、次の注意事項
に従ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源から離し、冷却ベントを妨げないようにして
ください。

•システムコンポーネントに食べ物や飲み物をこぼさないようにしてください。また、濡れ
た環境で製品を動作させてはなりません。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込まないでください。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も載っていな

いようにする必要があります。

•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。場所を変更する場合は、ライセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国の配線規則に

従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

設置場所のケーブル配線に関する注意事項

ここでは、設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。CiscoCatalyst
8500シリーズエッジプラットフォームをネットワークに接続できるように設置場所を準備す
るときには、各コンポーネントに必要なケーブルのタイプとともに、ケーブルの制限事項を考

慮してください。シグナリングの距離制限、EMI、およびコネクタの適合性を検討します。使

設置場所の準備
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用可能なケーブルタイプは光ファイバ、太いまたは細い同軸、ホイルツイストペア、シール

ドなしツイストペアです。

さらに、トランシーバ、ハブ、スイッチ、モデム、CSU（チャネルサービスユニット）、DSU
（データサービスユニット）など、必要なその他のインターフェイス機器も検討してくださ

い。

Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを設置する前に、そのすべての外部機器
とケーブルを用意します。発注については、シスコのカスタマーサービス担当者にお問い合わ

せください。

ネットワークの規模およびネットワークインターフェイス接続間の距離は、次の要因にも左右

されます。

•信号タイプ

•信号速度

•伝送メディア

次の項に示す距離および速度制限は、シグナリング目的の場合に IEEEが推奨する最大速度お
よび距離です。Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを設置する前に、この情
報を参考にしてネットワーク接続のプランニングを行ってください。

推奨距離を超えた場合、または複数の建物にまたがって配線する場合は、施設付近における落

雷の影響を十分に考慮する必要があります。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パル

スにより、電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがありま

す。過去にこのような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談して

ください。

コンソールポート接続

Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームは、ローカルコンソールアクセス用の端
末またはコンピュータを接続するコンソールポートと補助ポートを備えています。

どちらのポートもRJ-45コネクタを使用し、RS-232非同期データをサポートします。推奨距離
は、IEEE-RS-232規格で指定されています。

USBシリアルコンソール

USBシリアルコンソールポートは、USBタイプ A to 5ピンミニ USBタイプ Bケーブルを使
用して、PCの USBコネクタに直接接続します。USBコンソールはフルスピード（12 Mbps）
の動作をサポートしています。コンソールポートはハードウェアフロー制御をサポートして

いません。

設置場所の準備
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•必ず適切な終端のシールド USBケーブルを使用してください。USBシリアルコンソール
インターフェイスケーブルの長さは 3 m以下にする必要があります。

•同時にアクティブにできるのは 1個のコンソールポートだけです。ケーブルを USBコン
ソールポートに接続すると、RJ-45ポートは非アクティブになります。反対に、USBケー
ブルを USBポートから外すと、RJ-45ポートはアクティブになります。

• 4ピンマイクロ USBタイプ Bコネクタは、5ピンマイクロ USBタイプ Bコネクタと混同
しやすいコネクタです。5ピンマイクロ USBタイプ Bだけがサポートされます。

（注）

干渉に関する考慮事項

ある程度の距離にわたって配線する場合は、干渉として遊離信号が配線に誘導されるリスクが

あります。干渉信号が強い場合、データエラーや機器の損傷を引き起こすことがあります。

次に、干渉の原因および Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームへの影響を最小
限に抑える方法について説明します。

EMI

AC電流を動力とするすべての機器は、EMI（電磁干渉）を引き起こす可能性のある電気エネ
ルギーを伝達し、他の機器の動作に影響を与えることがあります。EMIの代表的な発生源は、
機器の電源コードおよび電力会社からの電力供給ケーブルです。

強力な EMIは、Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームの信号ドライバおよびレ
シーバを破壊し、電力線を通じて設置機器に電力サージを発生させることにより、電気事故を

引き起こすこともあります。このような問題が起きることはめったにありませんが、いったん

起きると深刻な事態になります。

これらの問題を解決するには、専門知識および特殊な機器が必要であり、時間もコストも相当

かかる場合があります。しかし、電気環境のアースおよびシールドが適切であることを確認

し、電力サージを抑制する必要性に十分配慮することは必要です。

次の表に、Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームの電極磁気に関するコンプラ
イアンス標準を示します。

設置場所の準備
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表 2 : EMCおよび安全規格

FCC 47 CFR Part 15クラス A

VCCIクラス A

AS/NSZクラス A

ICES-003クラス A

EN55022/CISPR 22情報処理機器（エミッション）

EN55024/CISPR 24情報処理機器（イミュニティ）

EN300 386電気通信ネットワーク機器（EMC）

EN50082-1/EN61000-6-1一般イミュニティ規格

EMC規格

UL 60950-1/62368-1

CSA 60950-1/62368-1

EN 62368-1

IEC 62368-1

AS/NZS 62368.1

安全基準

無線周波数干渉

電磁場が長距離に及ぶ場合、RFI（無線周波数干渉）が伝達される可能性があります。建物の
配線がしばしばアンテナの役割を果たし、RFI信号を受信して、配線上でEMIをさらに増やし
ます。

アース用導体を確実に施設してプラント配線にツイストペアケーブルを使用すると、プラント

配線から無線干渉が発生することはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信

号ごとにアース導体を1つずつ使用し、高品質のツイストペアケーブルを使用してください。

雷および AC電源障害の干渉

信号線が推奨ケーブル距離を超える場合、または信号線が複数の建物にまたがる場合は、施設

付近への落雷が Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームに与える影響を検討する
必要があります。

雷またはその他の高エネルギー現象がもたらす EMP（電磁パルス）は、電子機器を損傷また
は破壊できるだけのエネルギーをシールドなしの導体に結合する可能性があります。過去にこ

の種の問題を経験している場合は、RFIおよび EMIの専門家に相談し、Cisco Catalyst 8500シ
リーズエッジプラットフォームの運用環境において、適切な電力サージ抑制および信号ケー

ブルのシールドを確保する必要があります。

静電破壊の防止

静電放電（ESD）破壊は、電子カードまたはコンポーネントの取り扱いが不適切な場合に発生
し、完全なまたは間欠的な故障を引き起こします。静電気がシステム内部の敏感なコンポーネ
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ントを傷めることがあります。静電気による損傷を防止するために、マイクロプロセッサなど

のシステムコンポーネントを扱うときには、その前に体内の静電気を放電してください。作業

中も定期的に、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れてください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

•静電気防止用リストまたはアンクルストラップを肌に密着させて着用します。シャーシか
らカードを取り外す前に、ストラップの装置側をシャーシ最下部、電源入力モジュールの

下にある ESDプラグに接続してください。

•ラインカードは前面プレートとフレームの端だけを持ち、カードコンポーネントまたはコ
ネクタピンには決して触れないでください。

•取り外したモジュールは、モジュールのコンポーネント側を上にして、静電気防止用シー
トの上に置くか、または静電気防止用袋に入れてください。モジュールを工場に返却する

場合は、すばやく静電気防止用袋に入れてください。

•モジュールと衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは身体の静電
気からカードを保護するだけです。衣服の静電気が、静電破壊の原因になることがありま

す。

•静電気の影響を受けやすいコンポーネントを輸送する場合は、静電気防止用の容器または
包装材に入れます。

•精密なコンポーネントは必ず耐静電気の安全な区域で処理します。可能な限り、静電気防
止のフロアパッドおよび作業台を使用します。

安全のために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は

1～ 10 Ωでなければなりません。
注意

システムコンポーネントを取り付けるときには、すべてのシステムコンポーネントで、非脱

落型ネジを締めてください。非脱落型ネジはモジュールの脱落を防ぐだけではなく、システム

に適切なアースを提供し、バックプレーンにバスコネクタを確実に固定させるために必要で

す。

注意

ラックに設置する場合の注意事項

ここでは、ラックマウント作業の注意事項について説明します。

ラックマウントに関する注意事項

安全を確保するために、ラックマウントに関する次の注意事項を守ってください。

•一人で大型ラックを移動させてはなりません。ラックは高さと重量があるので、最低でも
二人で移動作業を行う必要があります。

設置場所の準備
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•ラックからコンポーネントを引き出す前に、ラックが水平で安定していることを確認して
ください。

•ラック内のコンポーネントに適切なエアーフローが確保されていることを確認してくださ
い。

•ラック内のシステムまたはコンポーネントを保守するときに、他のコンポーネントまたは
システムの上に足をかけたり、乗ったりしてはなりません。

•空きがあるラックに Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを設置する場合
は、最も重い装置を一番下に設置して、ラックの下から順番に取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装
置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

一般的なラック選択ガイドライン

Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームは、米国電子工業会（EIA）の装置ラッ
クに関する標準規格（EIA-310-D 19インチ）に適合する 2支柱または 4支柱の 19インチ装置
ラックに搭載できます。ラックは最低2支柱で、シャーシをマウントするための取り付けフラ
ンジを備えている必要があります。

いずれのタイプであっても、ラック装置にシャーシをマウントするときには、シャーシに取り

入れる空気が 131 °F（55 °C）を超えないようにする必要があります。
注意

2つの支柱にある取り付け穴の中心線間の距離は、46.50 cm ± 0.15 cm（18.31インチ ± 0.06イ
ンチ）でなければなりません。シャーシに付属しているラックマウント金具は、大部分の 19
インチ（48.3 cm）装置ラックに適しています。

次の機能を備えたラックに Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを設置するこ
とを検討してください。

• NEBSに準拠した 19インチ（48.3 cm）幅のラック。

•取り付けレールの EIAまたは ETSI穴パターン。必要な取り付け金具は、Cisco Catalyst
8500シリーズエッジプラットフォームに付属しています。システムの設置を予定してい
るラックに、メートルネジ用のレールがある場合は、独自にメートル取り付け金具を用意

する必要があります。

•過熱防止の換気用に穴が空いた天板と開放型の底面。

•安定性を確保するための水平調節脚。

設置場所の準備
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Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを密閉型ラックに設置してはなりませ
ん。内蔵コンポーネントの動作温度を許容範囲内で維持するために、シャーシの冷気の流れが

妨げられないようにする必要があるからです。前後の扉を取り外したとしても、閉鎖型ラック

にルータを設置した場合は、空気の流れが妨げられ、シャーシの横に熱がこもり、ルータ内部

が過熱状態になるおそれがあります。閉鎖型ラックを使用する場合は、ラックのすべての側面

にエアーベントがあり、十分な換気が行われることを確認してください。

（注）

23インチラック（Telcoラック）を使用する場合のガイドライン

必要に応じて、Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを23インチ（Telco）ラッ
クに設置することもできます。23インチラック用のアダプタについては、Newton Instrument
Companyにお問い合わせください。

http://www.enewton.com

111 East A Street, Butner NC, USA, 27509

919 575-6426

装置ラックに関する注意事項

ラックの配置は、人の安全、システムのメンテナンス、およびシステムが Cisco Catalyst 8500
シリーズエッジプラットフォームに記載された環境特性の範囲内で動作できるかどうかに影

響する場合があります。次のガイドラインに従って、Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプ
ラットフォームに適した場所を選択します。

安全な場所の選択

Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームがラック内で最も重量がある場合、また
は唯一の装置の場合は、最下部または最下部近くに設置して、ラックの重心をできるだけ低く

してください。

電子機器の適切な配置の詳細については、『GR-63-CORE, Network Equipment Building System
(NEBS) Requirements: Physical Protection』を参照してください。

メンテナンスが容易な場所の選択

ラックの前後に3フィート以上のスペースを確保してください。このスペースによって、Cisco
Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームコンポーネントを取り外し、日常の保守また
はアップグレードを容易に行うことができます。

混み合ったラックには Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを設置しないでく
ださい。また、同じラック内の他の装置から引き回されたケーブルが、ルータカードのアクセ

スにどのように影響するかを検討してください。

十分なエアーフローを確保し、シャーシ内部の過熱を防止するために、シャーシの前面および

上部を遮るものがないようにしておく必要があります。

通常のシステムメンテナンスに必要なスペースは、次のとおりです。

設置場所の準備
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•シャーシ上部：3インチ（7.6 cm）以上

•シャーシ前面：3～ 4フィート（91.44～ 121.92 cm）

設置時および動作時に問題が起きないように、機器の位置および接続を考えるときには、次の

一般的な注意事項に従ってください。

•定期的に show environment allコマンドおよび show facility-alarm statusコマンドを使用し
て、システム内部の状態を確認してください。環境モニタがシャーシ内部の環境をたえず

確認し、高温になった場合は警告を出し、その都度リポートを作成します。警告メッセー

ジが表示された場合は、ただちに問題の原因を突き止めて解消してください。

• Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームは、床から離し、埃のたまりやすい
場所から遠ざけて配置してください。

•静電気防止手順に従い、機器が損傷しないようにしてください。静電放電による損傷に
よって、即時または断続的な機器障害が発生する可能性があります。

十分なエアーフローを確保できる場所の選択

システム動作が環境特性の範囲内で維持されるように、また、システムの熱放散を補える温度

の空気が得られるように、Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームには十分なエ
アーフローを確保してください。

シャーシの空気取り入れ口に隣接機器の排気が流れ込むような場所には、Cisco Catalyst 8500
シリーズエッジプラットフォームを配置しないでください。ルータを通るエアーフローを考

慮してください。エアーフローの方向は前方から後方であり、シャーシ前方側面の取り入れ口

から周囲の空気が取り込まれます。

電気を扱う場合の安全上の注意
すべてのシステムコンポーネントがホットスワップ可能です。システムの動作中に取り外しお

よび取り付けを行っても、電気的事故やシステムの故障を引き起こさない設計になっていま

す。

電気機器を取り扱う際には、次の基本的な注意事項に従ってください。

•シャーシ内部の作業を行う前に、室内の緊急電源遮断スイッチの場所を確認しておきま
す。

•シャーシの取り付けや取り外しを行う前に、すべての電源コードおよび外部ケーブルを外
してください。

•危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

•回路の電源が切断されていると思い込まず、必ず確認してください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。故障している
と思われる機器は取り付けないでください。

設置場所の準備
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•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

さらに、電源から切断されていても、電話回線または他のネットワーク配線に接続されている

装置を扱う場合には、次の注意事項に従ってください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。

•防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

•電話回線がネットワークインターフェイスから切り離されている場合以外、絶縁されてい
ない電話ケーブルや端子には、触れないでください。

•電話回線の設置または変更は、十分注意して行ってください。

シャーシを持ち運ぶ際の注意事項
シャーシの頻繁な移動は想定されていません。電源やネットワーク接続の都合で、後からシャー

シを移動させなくてもすむように、システムを設置する前に、設置場所の準備を適切に整えて

おいてください。

シャーシまたはその他の重量物を運ぶときには、必ず、次の注意事項に従ってください。

•足下を安定させ、両足の間でバランスを取って、シャーシの重量を支えます。

•シャーシはゆっくり持ち上げます。持ち上げるときに、決して突然動いたり、身体をひ
ねったりしないでください。

•背中をまっすぐに保ち、背中ではなく脚で持ち上げます。シャーシを持ち上げるためにか
がまなければならない場合は、腰ではなく、ひざからかがんで、背筋の負荷を軽減してく

ださい。

•搭載されているコンポーネントをシャーシから取り外さないでください。

•シャーシを持ち運ぶ前に、必ずすべての外部ケーブルを取り外してください。

工具および機器
Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームの設置に最低限必要なものとして、次の
工具および備品を推奨します。関連機器やケーブルの取り付けに、他の工具や部品が必要にな

ることもあります。また、電気信号、光信号、パワーレベル、通信リンクのチェックに、テス

ト機器も必要になる可能性があります。

•プラスドライバ

• 3.5 mmマイナスドライバ

•巻き尺（任意）

設置場所の準備
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•水準器（任意）

•電気ドリル

• 8ゲージのケーブル

•ラックマウントブラケット

•ケーブル管理ブラケット

開梱および梱包内容の確認
シャーシが届いたら、次の手順に従ってください。また、次のセクションの梱包内容チェック

リストを使用してください。

手順

ステップ 1 輸送中の損傷がないか、箱を点検します（損傷が見つかった場合は、シスコのサービス担当者
に連絡してください）。

ステップ 2 Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを開梱します。

ステップ 3 目で見て、シャーシを点検します。

ステップ 4 システムを開梱したら、アクセサリ品目を含めて、必要なすべてのコンポーネントが揃ってい
ることを確認します。梱包リストをガイドとして使用して、注文書に記載されたすべての機器

が届いており、設定が梱包リストと一致することを確認します。

梱包内容の確認

次の表で示すコンポーネントの一覧を使用して、Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラット
フォームの梱包内容を確認してください。梱包用の箱は廃棄しないでください。将来、Cisco
Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームを移動または輸送する場合は、コンテナが必
要になります。

表 3 : Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームの梱包内容

説明コンポーネント

Cisco Catalyst 8500シリーズエッジプラットフォームは、デュ
アル AC電源またはデュアル DC電源で構成されます。

シャーシ
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説明コンポーネント

シャーシに取り付ける前面シャーシラックマウントブラケッ

ト、対応するネジ。

アクセサリキット

（C8500-ACCKIT-19）

ネジは次の 2セットが用意されています。

•前面ラックマウントブラケット（各ブラケットに 6本の
ネジ）X 2

•ケーブル管理ブラケット（Cisco Catalyst 8500シリーズ
エッジプラットフォームブラケットごとに 1本の取り付
けネジ）X 2

• 2本のネジ付きアースラグキット

RJ-45/RJ-45クロスケーブル X 1

ネジは次の 2セットが用意されています。

•前面ラックマウントブラケット（各ブラケットに 6本の
ネジ）X 2

•ケーブル管理ブラケット（Cisco Catalyst 8500シリーズ
エッジプラットフォームブラケットごとに 1本の取り付
けネジ）X 2

• 2本のネジ付きアースラグキット

アクセサリキット

（C8500-ACCKIT-23）

ネジは次の 2セットが用意されています。

•前面ラックマウントブラケット（各ブラケットに 6本の
ネジ）X 2

•ブラケットに適合する背面マウントロングスナップ（各
ブラケットに 6本のネジ）X 2

•背面ラックスライドラックブラケット X 2

アクセサリキット

（C8500-4PT-KIT）

ヒントマニュアル

AC電源モジュールが出荷された場合は、電源コード。DC電
源ユニットの場合は電源コードなし。

オプション品
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


